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万
１
千
円
。
生
活
保
護
費
は
、

生
活
扶
助
・
住
宅
扶
助
・
医

療
扶
助
な
ど
の
増
に
よ
り
８

２
６
５
万
４
千
円
。
清
掃
費

は
、
西
多
摩
衛
生
組
合
負
担

金
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
空
調
設
備
改
良
工
事
の
減

額
に
よ
り
３
１
５
２
万
３
千

円
の
減
額
。
都
市
計
画
費
は
、

補
償
算
定
基
準
の
改
定
な
ど

に
よ
る
富
士
見
通
り
線
整
備

事
業
の
増
額
分
と
、
実
施
時

期
変
更
に
伴
う
特
定
緊
急
輸

送
道
路
沿
道
建
築
物
耐
震
改

修
助
成
金
の
減
額
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
協
定
内
容
精
査
に

伴
う
東
福
生
駅
自
由
通
路
整

備
事
業
の
減
額
分
と
の
相
殺

に
よ
り
１
９
６
３
万
９
千
円

減
額
す
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
中
央
図
書
館
の
開
架
書
架

用
備
品
の
取
得
に
あ
た
り
、

予
定
価
格
が
２
千
万
円
以
上

と
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を

得
る
も
の
。

●
福
生
市
営
プ
ー
ル
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

が
令
和
５
年
３
月
31
日
で
指

定
期
間
終
了
と
な
る
が
、
引

き
続
き
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
を
継
続
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

●
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
特
定
任
期
付
職
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定

す
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年

12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
福
生
市
議
会
議
員
に
支
給

す
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
令

和
４
年
12
月
期
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め

る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
一
般
職
の
職
員
と
同
様
に
、

福
生
市
長
等
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
令
和
４
年
12
月
期
に

支
給
す
る
期
末
手
当
の
支
給

割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
一
般
職
の
職
員
の
給
料

表
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割

合
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
12
月
期
の
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定

め
、
関
係
す
る
条
例
を
整
備

す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号)

　
議
案
第
62
号
か
ら
第
65
号

ま
で
の
給
与
等
の
改
定
に
係

る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
議

員
人
件
費
及
び
各
科
目
に
計

上
し
て
い
る
職
員
人
件
費
を

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
提
案
す
る
も
の
で
、
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
当
初
予
算

の
範
囲
内
で
執
行
が
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
一
般
会
計
の

み
の
補
正
と
し
て
、
既
決
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
予
算

そ
れ
ぞ
れ
２
千
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
２
９
９
億

５
９
２
０
万
５
千
円
と
す
る

も
の
。

　
歳
入
で
は
、
不
足
す
る
一

般
財
源
に
対
応
す
る
た
め
の

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
と
し

て
２
千
万
円
。

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
の
補

正
と
し
て
、
特
別
職
は
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
分
が
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
１

か
月
引
き
上
げ
た
こ
と
に
伴

い
28
万
９
千
円
の
増
額
。
議

員
も
同
様
に
０
・
１
か
月
引

き
上
げ
に
伴
い
93
万
円
の
増

額
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
長

等
の
共
済
費
が
５
万
６
千
円

増
額
し
、
増
額
分
の
合
計
は

１
２
７
万
５
千
円
。
一
般
職

員
は
、
給
与
改
定
等
に
伴
い

職
員
給
料
が
改
定
率
０
・
２

４
％
で
３
４
１
万
１
千
円
、

職
員
手
当
が
一
般
職
及
び
特

定
任
期
付
職
員
は
０
・
１
か

月
、
再
任
用
職
員
は
０
・
０

５
か
月
引
き
上
げ
た
こ
と
に

伴
い
１
６
９
４
万
３
千
円
、

ま
た
共
済
費
が
２
９
５
万
６

千
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
と
な
り
、

合
計
で
２
３
３
１
万
円
の
増

額
で
、
人
件
費
の
補
正
総
額

は
２
４
５
８
万
５
千
円
。
財

政
調
整
基
金
繰
入
れ
後
の
財

源
調
整
と
し
て
、
予
備
費
を

４
５
８
万
５
千
円
減
額
し
て

い
る
。

●
福
生
市
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例

　
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
歳
入
で
は
、
国
有
提
供
施

設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付

金
等
の
交
付
額
が
確
定
、
前

年
度
比
２
・
２
％
増
の
計
17

億
５
２
７
７
万
８
千
円
。
国

庫
負
担
金
は
、
障
害
者
福
祉

費
及
び
生
活
保
護
費
の
増
額

に
伴
う
国
の
負
担
分
と
し
て

１
億
７
６
５
万
１
千
円
。
国

庫
補
助
金
は
、
保
育
園
建
設

費
等
補
助
金
な
ど
に
係
る
保

育
所
等
整
備
交
付
金
や
富
士

見
通
り
線
整
備
事
業
に
係
る

無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
補

助
金
な
ど
で
３
３
３
６
万
円
。

都
負
担
金
は
、
障
害
者
福
祉

費
の
増
額
に
伴
う
都
の
負
担

分
と
し
て
２
２
８
３
万
円
。

都
補
助
金
は
、
富
士
見
通
り

線
整
備
事
業
に
係
る
市
町
村

土
木
補
助
事
業
補
助
金
な
ど

の
増
額
分
と
、
緊
急
輸
送
道

路
沿
道
建
築
物
耐
震
化
促
進

事
業
補
助
金
な
ど
の
減
額
分

と
の
相
殺
に
よ
り
１
０
４
万

６
千
円
の
減
額
。
市
債
は
富

士
見
通
り
線
整
備
事
業
債
の

増
額
分
と
、
起
債
対
象
と
な

る
保
育
所
等
整
備
交
付
金
の

減
少
に
伴
う
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
債
の
減
額
分
と
の

相
殺
に
よ
り
３
９
０
０
万
円

減
額
す
る
も
の
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
福
祉
費

は
、
障
害
者
福
祉
費
の
介
護

及
び
訓
練
等
給
付
費
や
障
害

児
通
所
給
付
費
な
ど
の
増
額

分
と
し
て
１
億
２
２
１
５
万

円
。
児
童
福
祉
費
は
、
園
舎

の
建
て
替
え
工
事
に
係
る
東

福
保
育
園
建
設
費
補
助
金
、

「
ひ
よ
こ
」廃
園
に
よ
る
認
定

こ
ど
も
園
運
営
費
等
都
補
助

金
返
還
金
な
ど
に
４
０
８
０

●
福
生
市
議
会
議
員
及
び
福

生
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

　
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
選
挙
運
動

用
の
自
動
車
の
使
用
並
び
に

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び
ポ
ス

タ
ー
作
成
の
公
営
に
要
す
る

経
費
に
係
る
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
生
第
一
小
学
校
内
に

「
臨
時
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」を

新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
第

２
武
蔵
野
台
ク
ラ
ブ
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
福
生
市
外

か
ら
福
生
市
立
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童
を
学
童
ク

ラ
ブ
の
対
象
学
童
と
す
る
ほ

か
、
育
成
料
の
免
除
に
関
す

る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
の
取
り
壊

し
に
伴
う
戸
数
変
更
の
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る

た
め
、
関
係
す
る
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す

る
条
例

　
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
地
方

公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護

制
度
が
同
法
の
対
象
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
法
の
施
行
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
し
、
新
た
に
法
の
施
行

条
例
を
制
定
、
関
係
す
る
条

例
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例

　
個
人
情
報
の
開
示
決
定
等

に
対
す
る
審
査
請
求
及
び
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
調
査
審
議
等
を

行
う
福
生
市
個
人
情
報
保
護

審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
９
号)

　
障
害
者
福
祉
費
及
び
生
活

保
護
費
の
増
額
、
保
育
園
建

設
費
等
へ
の
補
助
な
ど
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
８
４
４
１
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
９

９
億
３
９
２
０
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

陳
　
情

陳
　
情

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
学
校
給
食
費
無
償
化
の
陳
情
書
（
４
‐
16
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
継
続
的
に
給
食
費
無
償
と
い
う
扶
助
を
行
う
た
め
に
は
、
財

源
の
継
続
的
な
確
保
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
に
よ

る
議
論
と
と
も
に
財
政
措
置
が
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
制
度

に
な
り
得
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
市
長
の
給
料
減
額
を
求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
17
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
市
長
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
福
生
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
に
よ
り
、
そ
の
職
務
と
職
責
に
対
応
し
、
類
似
団
体
の

平
均
並
み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
判
断
が
さ

れ
、
議
会
に
お
い
て
も
答
申
が
尊
重
さ
れ
条
例
改
正
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
市
長
の
退
職
手
当
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
18
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
市
長
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
職
務
職
責
に
対
す
る
勤
続

報
償
と
し
て
の
性
質
が
強
く
、
退
職
手
当
の
支
給
は
妥
当
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
学
校
給
食
費
無
償
化
の
陳
情
書

賛
成

　
子
育
て
支
援
策
の
中
で
も
経
済
的
支
援
の
施
策
こ
そ
が
、
子
育

て
世
代
か
ら
今
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
本
来
無
償
で
あ
る
べ
き
義
務
教
育
の
現
実
は
、
保
護
者
負
担
が

大
き
い
こ
と
。

　
子
育
て
世
代
の
市
外
へ
の
転
出
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
福
生
市
へ

の
転
入
者
の
増
加
も
期
待
で
き
る
こ
と
。

　
福
生
市
に
は
、
毎
年
17
億
円
の
基
地
交
付
金
が
あ
る
と
い
う
強

み
が
あ
り
、
１・４
億
円
の
学
校
給
食
費
無
償
化
が
出
来
な
い
わ
け

は
な
い
こ
と
。

　
２
０
１
７
年
時
点
で
、
全
国
で
既
に
83
も
の
自
治
体
が
独
自
に

学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

苦
し
む
保
護
者
に
対
し
、
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
た
自
治
体
が
２
２
４
自
治
体
に
急
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
福
生
市
の
未
来
を
担
う
子
供
と
子
育
て
世
帯
を
大
切

に
す
る
た
め
、
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
こ
れ
ま
で
貧
困
や
格
差
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
学
校

給
食
費
無
償
化
の
実
現
に
よ
り
、
今
困
っ
て
い
る
人
や
、
長
い
目
で

見
て
助
か
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
。

　
本
来
、
学
校
給
食
費
に
対
し
て
、
予
算
を
つ
け
る
の
は
、
国
が
や

る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
東
京
都
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
に
共
感
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に
賛
成

す
る
。

※�

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

福
生
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

討
　
論

討
　
論


